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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

6,000
4,102

補助率

５．その他参考となる事項
新幹線通勤通学定期券購入補助金事業
　新幹線嬉野温泉駅から20km以上の区間(新大村駅、江北駅、上有田駅以遠)まで通勤通学
　する者が対象。

　・13.5千円(R5実績見込み)×37人×12ヶ月=6,000千円(当初予算額)
　・17,538円(補正時点の実績平均)×48人×12ヶ月=10,101,888円(実績想定)

当初予算事業費
9月補正事業費
(補正財源内訳)　　 一般財源

補正後事業費 10,102

ふるさと応援寄附金

一般財源 83 3,022 8,102
その他

市債
財
源
内
訳

国庫支出金

1,200 2,500

県支出金

2,000

負担金、補助及び交付金 補助金

　【今回追加補正】　48人(実績見込み)-37人(当初)=11人分　4,102,000円

事業費(単位:千円) 1,283 5,522 10,102

事業内容

新幹線を利用して嬉野温泉駅から20ｋｍ以上の区間で通勤・通学を行う者に対して、新幹線を利用した定期券費用（会社などから支給される交通費を除いた額）の1/2（上限2
万円/月）を新幹線通勤通学定期券購入補助金として支給する。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

予算書ページ実施主体 市 所属部 総合戦略部 所属課 企画政策課

予算体系 2 総務費 1 総務管理費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり

6 企画費 事業名 新幹線通勤通学定期券購入補助金事業

政策分野

令和６年度 9月 補正予算

③移住・定住・住まい

19 新規

新幹線を活用した通勤や通学を進めることにより、移住・定住（転出抑制）による人口増加を目的とし、活気と歓声に満ちた地域社会の構築へ繋げていく。

6,000千円
4,102千円
4,102千円

10,102千円 計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

599
566

補助率

1/2、2/5 30
50

95% 108,238 46,931
75%

2,094
2,170

1,985,188

５．その他参考となる事項 44,886

（財源内訳）

【補正内容】

　　　　　　　　施工監理業務委託料の増額 2,140,406 50,346

当初予算事業費 9月補正事業費 補正後事業費

資材価格や労務費の高騰、工期延長に伴う新庁舎建設に係る建設工事費
及び施工監理業務委託料の増額 計

一般財源 79,054千円 -51,680千円 27,374千円

合併振興基金 111,060千円 111,060千円

公共建設基金 630,000千円 -89,000千円 541,000千円

一般補助施設整備等事業債 40,900千円 40,900千円

合併特例債 1,388,200千円 35,700千円 1,423,900千円

2,143,772千円 46,980千円 2,190,752千円

国庫補助 46,518千円 46,518千円

【今回追加補正】

新庁舎建設（R6年度継続費設定分）　44,886千円

駐車場使用料10,000円、仮事務所賃借料2,160,000円

一般財源 185 49,266 27,374 工事請負費 新庁舎建設1,920,188千円、嬉野庁舎第2庁舎解体65,000千円

その他（公共建設基金） 541,000 使用料及び賃借料

設計・監理業務

その他（合併振興基金） 19,980 114,100 111,060 　新庁舎施工監理（R6年度継続費設定分）　2,094千円

ふるさと応援寄附金

1,423,900 委託料 設計・監理113,838千円、塩田庁舎11,593千円、建設等支援29,738千円

市債（一般補助施設整備等事業債） 40,900 【今回追加補正】

交際費 視察土産30,000円

県支出金 需用費 消耗品50,000円

財
源
内
訳

国庫支出金 61,776 46,518

市債（合併特例債）

塩田庁舎等利活用検討委員会5,700円×15人×7回＝598,500円

旅費 普通旅費81,000円×5人＝405,000円、1,700円×1.3×6人×10回＝132,600円

事業費(単位:千円) 20,165 225,142 2,190,752 費用弁償（塩田庁舎等利活用検討委員会委員）27,580円

事業内容
庁舎整備関連
事業

庁舎整備関連
事業

庁舎整備関連
事業

報酬

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

①市役所新庁舎の建設
②塩田庁舎等利活用に関する基本計画の策定

①新庁舎に係る実施設計を作成する。
　 新庁舎建設工事を行う。
　 新庁舎建設に伴う嬉野庁舎第2庁舎解体工事を行う。
②塩田庁舎等利活用に関する検討委員会の開催及び基本計画策定支援業務の委託。

事業費(千円) 2,436,059 予算額(単位：千円)

予算書ページ 19 新規実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課

17　庁舎等整備費 事業名 庁舎整備関連事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る、自発のまちづくり 政策分野 ⑤財政計画

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 2　総務費 1　総務管理費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 6 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

51
220

補助率

421

692

５．その他参考となる事項

　【委託先】 　　　日本郵便株式会社
　【ｻｰﾋﾞｽ開始時期】 　　　令和7年1月20日から
　【証明書交付等事務委託の内訳】

初期導入費　　20,000円
固定費　　　　　10,000円×3月＝30,000円
従量費　　　　　300円×30件×3月＝27,000円
一般管理費（固定費・従量費の20%）　12,000円

吉田出張所窓口業務は、令和7年3月31日まで

令和６年度 9月 補正予算

市民課 予算書ページ 21

予算体系 ２　総務費 ３　戸籍住民基本台帳費 １　戸籍住民基本台帳費 事業名 証明書交付等委託事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る、自発のまちづくり 政策分野 ④行政計画・広報・広聴

実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 新規 ○

郵便局窓口で証明書の交付サービスを実施することで、地域住民の利便性向上を図るもの。

「地方公共団体の特定の事務の郵便局における取扱いに関する法律」に定める業務（戸籍謄本等、納税証明書、住民票写し等、印鑑登録証明書の交付）を吉田郵便局に委
託する。
証明書交付１件当たりの委託単価：300円

事業費(千円) 692 予算額(単位：千円)

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
証明書交付等
委託事業

役務費

　　通信運搬費 VPN回線料、ﾙｰﾀｰ利用料 　15,200円×3月×1.1

委託料 ﾌﾟﾘﾝﾀ設定変更作業業務委託　　80,000円×1.1

事業費(単位:千円) 692 吉田郵便局VPN開設業務委託　　31,000円×1.1

財
源
内
訳

国庫支出金 証明書交付等事務委託　　89,000円×1.1

県支出金 備品購入費

市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 692 計

契印・綴じ機1台 　220,000円×1.1

ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｽｷｬﾅｰ1台　　179,000（税込）
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 3 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

2,900

補助率

2,900

５．その他参考となる事項
※補助概要等については当初予算と同じ
当初予算事業費
（財源内訳）

一般財源
9月補正事業費
（補正財源内訳）

一般財源
補正後事業費

一般財源
5,800

４予防費 事業名 子ども等ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種費用軽減事業

内　　　　　　　　　　　　　　　　容
医療機関への個別接種委託料

【今回追加補正額】

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 4 衛生費 １　保健衛生費

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ⑤健康・医療

25 新規予算書ページ実施主体 市 所属部 市民福祉部 所属課 健康づくり課

エネルギー、食料品価格等の物価高騰により生活費が家計を圧迫している状況の中、高額の自己負担となるﾜｸﾁﾝ接種をしてｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞを予防しようとする世帯が減少するこ
とが予測される。自己負担に対するの費用助成を1,000円から2,000円に増額することで子育て世帯のﾜｸﾁﾝ接種の経済的負担を軽減する。

＜ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種対象者＞　 0歳～18歳（高校3年生相当）・妊産婦
＜助成額＞　　　　　　　　　　　　　　　1回につき　2,000円　※医療機関と委託契約し、接種費用のうち交付要綱に基づく金額（2,000円）を委託料として医療機関に支払う
＜助成回数＞　　　　　　　　　　　　　 2回（0歳～１２歳）、1回（13～18歳、妊産婦）

事業費(千円) 14,462 予算額(単位：千円)

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度
子ども等ｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種
費用軽減事業

子ども等ｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種
費用軽減事業

子ども等ｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種
費用軽減事業

委託料

1,000円助成を2,000円助成に増額

事業費(単位:千円) 5,500 6,220 2,742 5,800 乳幼児・小学生　2回接種　1,000円×1,100人×　2回　＝　2,200,000円

事業内容
子ども等ｲﾝﾌﾙｴ
ﾝｻﾞﾜｸﾁﾝ接種
費用軽減事業

財
源
内
訳

国庫支出金 中学生・高校生　1回接種　1,000円×600人×1回 ＝ 600,000円

県支出金
市債
ふるさと応援寄附金 1,500 1,300 2,000
地方創生臨時交付金 1,000 3,000 1,371 1,500

一般財源 3,000 3,220 71 2,300

妊産婦　　1回接種　1,000円×100人×1回 ＝ 100,000円

2,900千円
ふるさと応援寄附金 2,000千円

900千円
2,900千円

重点支援地方交付金 1,500千円
1,400千円
5,800千円

（補正後財源内訳） ふるさと応援寄附金 2,000千円
重点支援地方交付金 1,500千円

2,300千円

計

4



【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 6 年度 ～ 令和 7 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

20
6,000
9,500

補助率
1/3
1/3

11,600
50

５．その他参考となる事項

当初予算事業費 15,570千円
９月補正予算事業費 11,600千円
（補正財源内訳）一般財源 11,600千円

補正後事業費 27,170千円

【補正内容】前払金 本体工事38,000千円×4/10以内＝15,200千円
出来高払金 前払金の控除や出来高の見直しにより、

当初9,500千円を見込んでいたものが5,900千円
年度末までに工事進捗率変更等の可能性があるため、国庫支出金及び県支出金に
ついては額確定後に補正する。 27,100 70

その他
負担金、補助及び交付金 水道負担金

（前払金、出来高払金）21,100千円－（当初予算）9,500千円＝11,600千円

県支出金

ふるさと応援寄附金

（出来高払金：当初予算9,500千円から5，900千円へ）財
源
内
訳

国庫支出金

市債

手数料（確認申請手数料）　　20千円

委託料 建築設計監理　　6,000千円

工事請負費 放課後児童クラブ建築工事　　9,500千円

　【今回追加補正】

（前払金：38,000千円×4/10＝15,200千円）

放課後児童クラ
ブ設計・工事

2,795
2,795

令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業費(単位:千円) 27,170

事業内容

子どもが安心して過ごせる生活の場として、衛生及び安全が確保された設備環境を整える。

子どもが安心して過ごせる生活の場として、衛生及び安全が確保された設備環境を整えるため、小学校敷地内に放課後児童ｸﾗﾌﾞ施設を建設するための設計、工事等を行う。
嬉野市建設工事請負契約約款第35条により、受注者から前払金（請負代金の10分の4以内）の請求があったときは支払いを行う。

役務費

事業費(千円) 51,106 予算額(単位：千円)

実施年度 令和３年度 令和４年度

新規予算書ページ実施主体 所属課 子育て未来課

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 3　民生費 2　児童福祉費

市 所属部 市民福祉部

総合計画による位置づけ 基本方針 　ともに支え笑顔あふれるまちづくり 政策分野 ①結婚・妊娠・出産・子育て

23

1　児童福祉総務費 事業名 放課後児童クラブ整備事業（子ども・子育て支援整備事業）

一般財源 21,580

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 30 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

600
450

補助率

５．その他参考となる事項

※補助概要等については当初予算と同じ
当初予算事業費
9月補正事業費
補正後事業費

［補正理由］
農村ビジネスサポート事業について、当初予算では市補助金額を推進対策（ソフト事業）
100,000円、整備対策（ハード事業）500,000円と見込んでいたが、今回申請分が予定より
事業費が大きく現予算では不足するため

推進対策（ソフト事業）　　「アグリフードEXPO」出展費 　500,000円
整備対策（ハード事業）　　茶充填包装機　　　　　　　12,000,000円 1,050計

450千円
1,050千円

600千円

その他
一般財源 1,110 1,200 1,050

500

ふるさと応援寄附金

50,000円 + 1,000,000円 = 1,050,000円

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 500

（補助金）６次化に対する補助

　【今回追加補正】　不足額　450,000円

推進対策（ソフト事業）　500,000円 × 1/10 = 50,000円

事業費(単位:千円) 1,110 1,000 1,200 1,050 整備対策（ハード事業）　12,000,000円 × 1/10 = 1,000,000円（上限額）

事業内容
６次化に対する
補助

６次化に対する補
助、嬉野産ビーツ
ブランディング

６次化に対する
補助

６次化に対する
補助

負担金、補助及び交付金

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

　農産物直売所や体験・観光農園、農家レストラン、農家民宿等の農村ビジネスを磨き上げ、集客力を高めることにより農林業者の所得向上と農山村地域の活性化を図る。

市内で農村ビジネス支援事業（県単独事業）に取組まれる組織に対し、一定の補助を行う。

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 個人・事業者 所属部 産業振興部 所属課

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ３　農業振興費 事業名 農村ビジネスサポート事業

令和６年度 9月 補正予算

農業政策課 予算書ページ 26 新規
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 2 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

7,500

補助率

7,500

５．その他参考となる事項

113,300,000円 30,000,000円 7,500,000円 98,460,000円佐賀県農業協同組合 きゅうり

・低コスト耐候性ハウス　１棟
・複合環境制御装置、細霧
冷房装置、炭酸ガス発生装
置、循環扇　等

4,320㎡ 嬉野市 249,260,000円

総事業費
負担区分

県費
市町費 自己負担額

国庫相当額 県費加算額
取組主体 対象作物 事業内容 対象面積 市町

一般財源 17,528 7,500 計
その他 16,449

ふるさと応援寄附金

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金 877,251

(負担金)きゅうり低コスト耐候性ハウス　1棟

事業費(単位:千円) 911,228 7,500

事業内容
低コスト耐候性
ハウス

低コスト耐候性
ハウス

負担金、補助及び交付金

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

国が定める産地生産基盤パワーアップ事業実施要綱に基づき取組主体が行う事業に要する経費を補助することにより、産地の高収益化に向けた取組や園芸作物等の生産
基盤の強化を図るための取組を総合的に支援する。

園芸ハウス団地への入植者を受益者として含む農業者の組織する団体が行う低コスト耐候性ハウスの整備に係る費用の一部を助成する。
補助率　国1/2以内、県4/20以内（上限3,000万円／人）、市町1/20以内（上限750万円／人）
R6年度の窓口市町は白石町であるため、市費補助金相当額(7,500,000円)を負担金として白石町に支出

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

農業政策課 予算書ページ 26 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 個人・事業者 所属部 産業振興部 所属課

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ３　農業振興費 事業名 産地生産基盤パワーアップ事業
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
100
206
65

補助率 39
390

800

５．その他参考となる事項

○新たな施策の検討 ［事業費内訳］ 事務用品  39,000円
　 地域計画策定後の施策の検討のための先進地視察調査・情報収集 職員旅費 関西地区 62,000円×2名＝124,000円
・農業所得の向上
　 環境保全型農業（有機農業等）のための関係者への説明、講師招聘、販路拡大 講師謝金  50,000円 職員旅費 関東地区 70,000円

講師旅費  65,000円
・農業・農地を維持する体制づくり
　 有害鳥獣処理施設の建設検討のための先進事例調査 職員旅費 九州内3名 　 6,000円

自動車借上料 178,100円
・多様な人材による地域の活性化に向けた取組
　 グリーンツーリズムの視察研修やふるさとワーキングホリデーの協議 講師謝金 　50,000円 職員旅費 九州内 　　6,000円

自動車借上料 211,100円

一般財源 400 計
その他
ふるさと応援寄附金

使用料及び賃借料 自動車借上料

400

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

講師謝金

（普通旅費）

（費用弁償）講師等旅費

事業費(単位:千円) 800 需用費 （消耗品費）

事業内容
報償費

旅費

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

中山間地域において、課題解決に向けた取組にチャレンジする集落・産地・地域の取組を関係機関が連携して支援を行うことにより、
中山間地域の農業・農村の維持・発展を図る。

中山間地域において、地域計画策定後の施策の検討、農業所得を向上させる取組、農業・農地を維持する体制づくり、
多様な人材による地域の活性化に向けた取組を行う。

事業費(千円) 800 予算額(単位：千円)

農業政策課 予算書ページ 26 新規 ○

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ３　農業振興費 事業名 みんなの中山間チャレンジ応援事業

令和６年度 9月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 6 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,980

補助率

1,980

５．その他参考となる事項

令和8年度全国茶品評会出展予定茶園に対する肥料補助

・蒸し製玉緑茶の部　出展茶園　
・釜炒り茶の部　出展茶園

合計

1,300 千円
680 千円

1,980 千円

一般財源 1,980 計
その他
ふるさと応援寄附金

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

（補助金）

高品質茶生産の為の肥料補助

事業費(単位:千円) 1,980

事業内容
全国お茶まつり
嬉野市準備委
員会

負担金、補助及び交付金

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

令和8年度に佐賀県で開催される全国お茶まつり及び全国茶品評会に向けて、うれしの茶の全国茶品評会での上位入賞及び全国お茶まつりを契機としたうれしの茶の生産
力向上やブランド力強化を図る。

令和8年度全国お茶まつり及び全国茶品評会に向けて、全国お茶まつり嬉野市準備委員会を組織し、高品質茶生産の為の支援を行う。

事業費(千円) 1,980 予算額(単位：千円)

予算書ページ 26 新規 ○実施主体 その他 所属部 産業振興部 所属課 茶業振興課

事業名 全国お茶まつり嬉野市準備委員会

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ４　茶業振興費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 3 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

1,000
13

15,000
補助率 13,000

５．その他参考となる事項

超高感度CCDカメラを搭載した色彩選別機の購入

当初予算事業費
9月補正事業費
（補正財源内訳）

一般財源

補正後事業費

29,013計

29,013千円

13,000千円

16,013千円
13,000千円

その他
一般財源 16,397 15,329 15,783 29,013

ふるさと応援寄附金

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

（修繕料）　1,000,000円

（保険料）　13,000円

指定管理

事業費(単位:千円) 16,397 15,329 15,783 29,013 備品購入費 【今回追加補正】　色彩選別機

事業内容
茶業研修施設 茶業研修施設 茶業研修施設 茶業研修施設 需用費

役務費

委託料

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

うれしの茶の普及振興を図るため、茶の生産及び製茶技術の向上の為に茶業研修施設の運営を行う。

専門知識を有する外部団体へ管理委託することにより、茶の生産及び製茶技術の向上、観光客の受け入れ等幅広い活用を行う。
令和8年度全国茶品評会に向けて機械を更新し、精度の向上と労力の削減を図る。

事業費(千円) 76,522 予算額(単位：千円)

茶業振興課 予算書ページ 26 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 産業振興部 所属課

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ７　茶業研修施設費 事業名 茶業研修施設費

令和６年度 9月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 4 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
58,318

補助率

定額

58,318

５．その他参考となる事項

（事業費内訳）
【ポイント交付費積算】

諸経費（消耗品、印刷費　等） 200千円
計 58,318千円

カード購入費 240千円 ・1,000円× 3,000人（スマホアプリ導入見込者数）＝ 3,000,000円

事務局委託費（カード発行、広報、
コールセンター業務　等）

5,530千円
　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　　　　　　　　　   ＝51,988,000円

ポイント交付費 51,988千円
システム改修費 360千円 ・2,000円×24,494人(R6.7.31現在人口)             ＝48,988,000円

一般財源 1 11,015 9,131 計
153,235 161,285 49,187

市債
ふるさと応援寄附金

県支出金財
源
内
訳

国庫支出金

地方創生臨時交付金

事業費(単位:千円) 153,236 172,300 58,318

事業内容
ポイント付与に
よる経済活性化

うれしかーどを
活用した経済活
性化

ポイント付与に
よる経済活性化

負担金、補助及び交付金

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

観光商工課

物価高騰により生活費負担が増加する市民を支援するために、「うれしかーど」ポイントを交付する。併せて、消費の落ち込みで打撃を受けている市内店舗の収益を向上させ
ることで経済活性化を図る。

所属部 産業振興部 所属課 28

　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ③商工業

予算書ページ

うれしかーどを所有した市民を対象として、1人当たり2,000円分のポイントを交付する。
スマホアプリを導入した者については、1人当り1,000円分のポイントを上乗せして交付する。

事業費(千円) 383,854 予算額(単位：千円)

２　商工振興費 事業名 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業（経済活性化事業）

新規

嬉野市商工会への補助金

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 ７　商工費 １　商工費

実施主体 その他

総合計画による位置づけ 基本方針
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 3 年度 ～ 令和 6 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

4,400
50,000
30,000

補助率 300
300

95%・90%

５．その他参考となる事項
当初予算事業費 千円
9月補正事業費 千円
（補正財源内訳） 市債 千円

一般財源 千円

補正後事業費 千円

85,000計

85,000

72,000
△ 42,000

55,000
30,000

一般財源 18,147 50,744 57,244 13,000
その他
ふるさと応援寄附金

市債 22,200 72,000
県支出金

公有財産購入費 用地買収

財
源
内
訳

国庫支出金 補償、補填及び賠償金 物件、立木、工作物等の補償

用地測量、設計業務

工事請負費 道路改良工事

【今回増額補正】市道大畑内野山線

事業費(単位:千円) 40,347 50,744 57,244 85,000

事業内容
市道改良 市道改良 市道改良 市道改良 委託料

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

市道の新設、道路拡幅、排水路改修を行い各種交通の安全性と渋滞の緩和を図り、また、良好な住宅環境を確保し地域生活基盤の向上を目的とする。

令和6年5月28日に法面の一部崩落が発生した市道大畑内野山線について、全体的な法面劣化が進んでおり、さらなる崩壊の危険があるため、法面の改良事業を行う。

事業費(千円) 233,335 予算額(単位：千円)

予算書ページ 30 新規実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設課

２　道路橋りょう新設改良費 事業名 道路新設改良事業

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑥道路・交通

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ２　道路橋りょう費
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

55
992
362

補助率 1,600
48
197
5,650
1,500

6,000
4,000

５．その他参考となる事項
当初予算事業費
9月補正事業費
（補正財源内訳） その他

一般財源
補正後事業費

・ 建屋屋上防水補修 

・ 減速機冷却ポンプ修繕

20,404
　R6.6定期点検により発見　排水ポンプが非常停止する状態　現在は2基のポンプによる
交互運転で対応　大規模な豪雨の場合は2基とも稼働する必要がある。 計

　R6.6豪雨・強風により防水シートが剥がれ、建物内に雨漏りが発生した。　放置すれば
建物の腐食、機器の故障へつながり、排水ポンプ運転に支障をきたす。

20,404千円

1,177千円
8,823千円

10,404千円
10,000千円

　下童排水機場　建屋屋上防水補修

　馬場下排水機場減速機冷却ポンプ修繕

一般財源 6,418 4,604 8,845 17,727

水位警報システム

その他 677 1,333 977 2,677 　【今回追加補正】

ふるさと応援寄附金 工事請負費

保険料

市債 7,900 委託料 電気保安、維持管理、基本点検整備

県支出金

修繕料

財
源
内
訳

国庫支出金 役務費 通信運搬費

消耗品費

燃料費

光熱水費

事業費(単位:千円) 7,095 13,837 9,822 20,404

事業内容
排水機場運転
管理

排水機場運転
管理
機器改修

排水機場運転
管理
機器改修

排水機場運転
管理
機器改修

需用費

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

市内4箇所（馬場下、下童、大牟田、三ヶ崎）の排水機場の運転・維持管理を行う。
降雨時に、排水機場の排水ポンプを稼動させることにより、受益農地の湛水を防ぐことを目的とする。

・日常の維持管理、雨天時の運転管理
・令和6年度追加
　　下童排水機場　 　　建屋屋上防水補修
　　馬場下排水機場　　減速機冷却ポンプ修繕

事業費(千円) 予算額(単位：千円)

農林整備課 予算書ページ 26 新規

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 建設部 所属課

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ９　農業農村整備費 事業名 排水機場改修

令和６年度 9月 補正予算
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 6 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

172

補助率

172

５．その他参考となる事項

検定料

１級 12,500円 × 0人 （R5受験者なし）
準１級 10,500円 × 0人 （R5受験者なし）

２級 9,100円 × 2人 ＝
準２級 8,500円 × 9人 ＝

３級 6,900円 × 36人 ＝

計

3,450円

補助額

6,250円
5,250円
4,550円 9,100円

124,200円
4,250円 38,250円

一般財源 172 計

ふるさと応援寄附金

その他

市債
財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

実用英語技能検定料補助

事業費(単位:千円) 172

事業内容
実用英語技能
検定料補助

負担金、補助及び交付金

実施年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

公益財団法人日本英語検定協会が実施する実用英語技能検定（英検）の受験機会を拡大し、中学生の英語力及び学習意欲の向上を図る。

英検（５級及び４級を除く）を受験する中学生の保護者に対し、検定料の2分の1の額を補助する。補助は中学校在籍の各年度1回限りとする。

事業費(千円) 172 予算額(単位：千円)

予算書ページ 34 新規実施主体 市 所属部 教育部 所属課 学校教育課

2　事務局費 事業名 実用英語技能検定料費補助

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①学校教育

令和６年度 9月 補正予算

予算体系 10　教育費 1　教育総務費

171,550円
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